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令和７年度上期事業報告について 

 

１． 令和７年度上期事業報告 

 

令和 7 年度の我が国経済は、米国の通商政策等による影響が一部にみられるものの、

緩やかな回復が続いています。今後も、２年連続で５％を上回る賃上げが実現するなど

雇用・所得環境の改善が続いていることに加え、各種政策効果が経済を下支えすること

が期待されています。一方で、足元の物価高の継続が個人消費に及ぼす影響が我が国経

済を下押しするリスクとなっていることに加え、米国の関税措置等の影響による下押し

リスクにも留意する必要があります。 

 

こうした中、本年度上期の当組合管轄の貨物取扱い実績は、２，６０１，１０４トン 

で、前年度上期の２，４１４，４３９トンと比較して、１８６，６６５トン増加し、 

前年度上期比１０７．７％の取扱いとなりました。 

野積場の一般貨物では、出洲・中央地区の木材の取扱いが、６，０１５トンと前年度  

上期に比べ減少し、前年度上期比６６．４％となりました。鋼材は輸入･内貨併せて   

４４，０７８トンで前年度上期比１２１．６％と増加しました。その他の貨物では、 

内貨･RORO シャーシ併せて７７８，８１９トンの前年度上期比１０４．０％となりまし

た。      

市原地区では、内貨スクラップ･鉱滓等は１５７，４００トン取扱い前年度上期比  

１００．３％となり、北袖ヶ浦地区では内貨スクラップ・無煙炭は５３，５８９トンの

前年度上期比１３６．６％となりました。 

一般貨物の合計は、１，０３９，９０１トンで前年度上期比１０５．０％となりました。 

完成自動車は、輸出入・国内車併せて１２７，５５８台取扱いました。内訳は輸入車

が１４，７４７台と前年度上期比１１２．２％と増加しました。輸出車は０で、国内車は  

１１２，８１１台の前年度上期比１１１．６％となりました。 

上屋貨物（出洲中央・テント倉庫）については、５６，５１６トンの取扱い、前年度 

上期６１，７９２トンと比べ５，２７６トン減の９１．５％となりました。 

コンテナ貨物は、実入り・空バンの合計で、２９，７０２ＴＥＵを取扱い前年度上期の 

２７，５７２ＴＥＵから２，１３０ＴＥＵ増加し、前年度上期比１０７．７％となりま

した。 


